
医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
さがみ野中央病院
☎046-233-5110（代表）
神奈川県海老名市東柏ヶ谷6-20-20

さがみ野駅南口から徒歩５分､
相模大塚駅から無料シャトルバス

大和厚木バイパス
相模
大塚駅

さがみ野駅

さがみ野中央病院

南口

厚
木
街
道

40
マルエツ

東柏ヶ谷
相模大塚

相鉄線

246

6月19日（水）13：00から日 時

会 場 さがみ野中央病院 １階 リハビリテーション室

次回予告
7月下旬開催予定

人生最終段階における医療・ケアの決定 ～ガイドラインを読み解いて～
　高齢多死社会の進展にともない、「地域
包括ケア」の構築に対応する必要性や、欧
米諸国を中心としたＡＣＰの概念を踏まえ
て、厚労省は『人生の最終段階における医
療・ケアの決定に関するガイドライン』を発表
しました。今回はそのガイドラインをわかり
やすく読み解き、皆さまに説明します。

講 

師

さがみ野中央病院
医療社会サービス室
岩田 隆治

社会福祉士

医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
大和成和病院
☎046-278-3911（代表）
神奈川県大和市南林間9-8-2

南林間駅･中央林間駅･鶴間駅･
さがみ野駅から無料シャトルバス

中
央
林
間
駅

南
林
間
駅
鶴
間

大和成和
病院

50
小
田
急
江
ノ
島
線

南林間
入口

6月26日（水）14：00～15：30

不整脈治療について ～予防する脳梗塞～
　「不整脈」と一言にいっても、多くの種類
があります。心房細動の場合は、血液が
よどんで固まりやすくなるため、血の塊が
流れて脳の血管が詰まってしまうと｢脳梗
塞｣の原因にもなってしまいます。当院の
柴山医師が、不整脈と脳梗塞について
わかりやすく説明いたします。

講 

師

大和成和病院
循環器内科

柴山 健理 医師

次回予告
7月31日（水）開催

日 時

会 場 大和成和病院 1階 ロビー

　

こ
の
不
整
脈
性
失
神
に
は
、
心

室
細
動
／
心
室
頻
拍
／
心
房
細
動

な
ど
の
『
頻
拍
性
不
整
脈
』
が
あ

り
ま
す
。

　

若
年
者
な
ど
で
は
、【
肥
大
型

心
筋
症
】【
遺
伝
性
Ｑ
Ｔ
延
長
症

候
群
】【
Ｂ
ｒ
ｕ
ｇ
ａ
ｄ
ａ
症
候

群
】【
Ｗ
Ｐ
Ｗ
症
候
群
】
な
ど
の

心
室
頻
拍
や
心
室
細
動
を
生
じ
や

す
い
疾
患
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
【
完
全
房
室
ブ
ロ
ッ
ク
】【
洞
不

全
症
候
群
】
な
ど
の
『
徐
脈
性
不

整
脈
』
で
は
、
極
度
の
徐
脈
か
ら

急
性
心
不
全
に
陥
る
た
め
、
緊
急

心
臓
ペ
ー
シ
ン
グ
に
よ
る
治
療
を

施
し
ま
す
」。

＊
次
号
（
第
３
回
）
で
は
心
筋

　
梗
塞
な
ど
に
由
来
す
る
失
神

　
検
査
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

▽
起
立
性
低
血
圧
性
失
神

▽
神
経
介
在
性
失
神

　
　
自
律
神
経
性
失
神

　
　
頚
動
脈
過
敏
性
失
神

　
　
血
管
迷
走
反
射
性
失
神

▽
心
血
管
性
失
神

　

 

→
不
整
脈
な
ど
に
よ
り
出
現

▽
脳
血
管
性
失
神

▽
薬
剤
性
失
神

   （
こ
の
種
類
は
５
月
号
で
説
明
し
ま
し
た
）

不
整
脈
の
種
類
に
よ
っ
て

　
（
倉
田
院
長
）「
今
回
は
、
不
整

脈
に
関
わ
る
失
神
（
不
整
脈
性
失

神
）
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

原
因
は
一
つ
で
は
な
い

　
（
倉
田
院
長
）「
脳
は
、
一
過
性

に
血
流
不
足
を
生
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
に
脱
力
を
と
も
な

い
、
数
秒
か
ら
数
分
の
間
、
意
識

を
失
う
こ
と
を
『
失
神
』
と
呼
ん

で
い
ま
す
。

　

原
因
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
に

分
け
ら
れ
ま
す
」

　

不
整
脈
な
ど
の
心
臓
病
治
療
を
行
な
っ
て
い
る

大
和
成
和
病
院
・
倉
田
篤
院
長
に
よ
る
不
整
脈
に

関
す
る
失
神
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。〈
全
３
回
〉

・
食
事
で
空
気
を
飲
み
込
む

・
腹
水
（
肝
臓
・
心
臓
・
腎
臓
・

　
　
　
　

  

腫
瘍
・
結
核
が
原
因
）

・
腫
瘍
（
良
性
／
悪
性
）
に

　
　
　
　
　
　
　
触
れ
て
い
る

　
「
最
近
、
お
腹
が
大
き
く
な
っ

て
き
た
。
少
し
食
べ
過
ぎ
た
し
、

肥
満
気
味
な
ん
だ
ろ
う
」
と
決
め

つ
け
、
放
置
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

お
腹
が
膨
れ
て
張
っ
て
く
る

「
腹
部
膨
満
感
」
に
は
、
次
の
よ

う
な
原
因
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

大和成和病院
循環器内科

菅原 重忠 医師

術
的
に
難
易
度
の
高
い
病
変
で
あ

り
、
か
つ
、
合
併
症
の
起
こ
り
や

す
い
治
療
に
な
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
の
で
す
」

症
例
の
多
い
大
和
成
和
病
院
で
は

　
（
菅
原
医
師
）「
当
院
で
は
『
心

臓
血
管
外
科
』
か
ら
の
力
強
い

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
あ
り
、
例
年
、

循
環
器
内
科
に
お
け
る
使
用
実
績

は
、
年
間
50
症
例
以
上
を
有
し
て

お
り
ま
す
（
２
０
１
９
年
４
月
現
在
）。

　

安
定
し
た
治
療
成
績
を
残
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ロ
ー
タ
ブ
レ
ー

タ
ー
を
使
用
す
る
治
療
は
、
是
非

当
院
に
お
任
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
」。

　
（
菅
原
医
師
）「
日
本
で
は
、
こ

の
ロ
ー
タ
ブ
レ
ー
タ
ー
の
施
設
基

準
に
〈
開
心
術
ま
た
は
冠
動
脈
・

大
動
脈
バ
イ
パ
ス
移
植
術
が
年
間

30
例
以
上
〉
か
つ
〈
５
年
以
上
の

心
臓
血
管
外
科
の
経
験
を
有
す
る

常
勤
の
医
師
が
１
名
以
上
配
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
〉
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
ロ
ー
タ
ブ
レ
ー
タ
ー

を
使
用
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
技

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
経
皮
的
冠
動
脈
形
成

術
に
お
い
て
、
高
度
石
灰
化
病
変

を
治
療
す
る
た
め
の
医
療
器
具
で

す
。
高
速
で
回
転
す
る
ド
リ
ル
の

よ
う
な
部
分
が
先
端
に
あ
り
、
こ

れ
で
石
の
よ
う
に
固
い
狭
窄
部
分

を
削
っ
て
治
療
し
、
血
管
内
腔
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

限
ら
れ
た
病
院
だ
け
の
治
療
法

　
（
菅
原
医
師
／
取
材
協
力
）「
狭

心
症
や
急
性
心
筋
梗
塞
で
は
、
動

脈
硬
化
が
原
因
で
冠
動
脈
が
狭

窄
（
す
ぼ
ま
っ
て
狭
い
こ
と
）
し

ま
す
。
当
院
で
は
、
そ
の
治
療
に

『
ロ
ー
タ
ブ
レ
ー
タ
ー
』
を
使
用

　

心
臓
病
を
専
門
的
に
扱
っ
て
い
る
大
和
成
和
病
院
で
循
環
器
内
科
の
部
長
を
務

め
る
菅
原
重
忠
医
師
よ
り
、
動
脈
硬
化
な
ど
に
よ
っ
て
石
灰
化
し
た
冠
動
脈
の
治

療
に
使
用
す
る
「
ロ
ー
タ
ブ
レ
ー
タ
ー
」
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

経
験
を
積
ん
だ
専
門
医
は
、
病

歴
の
詳
細
な
ど
で
導
き
出
せ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
安
静
時
に
症

状
が
な
い
場
合
や
多
く
の
医
療
機

関
で
は
、「
負
荷
心
電
図
」
や
「
冠

動
脈
Ｃ
Ｔ
」
を
施
行
し
て
診
断
を

行
な
い
ま
す
。

■
治
療

　
「
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
」
を

実
施
し
た
後
に
、
次
の
い
ず
れ
か

を
選
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▽
薬
物
療
法
（
単
独
）

▽
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
治
療

▽
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
術

■
治
療
後

　

カ
テ
ー
テ
ル
治
療
や
冠
動
脈
バ

イ
パ
ス
術
の
場
合
、
６
～
12
カ
月

後
を
目
安
に
、
冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
で
治

療
部
位
の
確
認
を
行
な
い
ま
す
。

　

血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
す
る
薬
や

動
脈
硬
化
を
予
防
す
る
薬
の
一
部

は
、
治
療
後
も
内
服
を
続
け
る
必

要
が
あ
り
、
病
状
が
安
定
し
て
い

れ
ば
、
定
期
的
な
通
院
（
６
～
12

カ
月
に
１
回
程
度
）
で
診
察
を
受

け
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
症
状

　

心
臓
に
負
荷
が
か
か
る
状
態

（
心
拍
数
や
血
圧
の
上
昇
な
ど
）

に
な
る
と
、
胸
が
苦
し
く
な
り
ま

す
。
坂
道
を
上
が
っ
た
り
、
重
た

い
荷
物
を
持
っ
た
時
が
そ
の
代
表

で
す
。
寒
さ
や
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ

て
も
、発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

安
静
時
に
発
生
し
、
症
状
の
持

続
ま
た
は
増
悪
が
み
ら
れ
る
際
に

は
、
狭
心
症
か
ら
心
筋
梗
塞
に
移

行
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

冷
汗
や
吐
き
気
が
あ
る
時
は
、
す

ぐ
に
病
院
で
診
て
も
ら
う
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

■
診
断

す
。

■
予
防

　

原
因
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
動

脈
硬
化
が
影
響
し
て
い
ま
す
。

　

高
血
圧
・
糖
尿
病
・
脂
質
異
常

症
・
喫
煙
・
高
尿
酸
血
症
な
ど
が

あ
り
、
こ
れ
ら
の
予
防
＝
イ
コ
ー
ル

狭
心

症
・
心
筋
梗
塞
の
予
防
に
な
り
ま

す
。

　
「
狭
心
症
」「
急
性
心
筋
梗
塞
」

は
、
ど
ち
ら
も
心
臓
に
あ
る
血
管

の
冠
動
脈
が
、
動
脈
硬
化
や
血
栓

に
よ
っ
て
狭
く
な
っ
た
り
、
詰

ま
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
発
症
す

る
病
気
で
す
。

　

心
臓
の
筋
肉
で
あ
る
心
筋
が
壊

死
す
る
か
否
か
で
区
別
さ
れ
、
心

臓
自
体
の
機
能
を
損
な
え
ば
、
生

死
に
直
結
す
る
重
大
な
病
気
で

倉田 篤 院長
（心臓血管外科）

大和成和病院
☎︎046-278-3911

　

心
臓
に
流
れ
る
冠
動
脈
が
狭
く
な
っ
た
り
、
詰
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
で
発
症
す

る
病
気
「
狭
心
症
」
と
「
急
性
心
筋
梗
塞
」。
こ
の
２
つ
の
病
気
の
予
防
・
症
状
・

診
断
・
治
療
・
治
療
後
に
つ
い
て
、
代
表
的
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

内 科
午前

午後

月 火 水 木 金 土

13：30
16：30

~

8：30
11：30

~

受付時間

さがみ野中央病院
☎046-233-5110
神奈川県海老名市東柏ヶ谷6-20-20

予約不要

レントゲン・ＣＴ・ＭＲＩ・
採血・腹部超音波・
内視鏡（胃カメラ／大腸カメラ） など

各種
検査

狭心症と急性心筋梗塞
冠動脈

急性心筋梗塞

動脈硬化が
進行し、
血管が詰って
細胞が壊死

狭心症

動脈硬化で
血管が
狭くなり、
血流が悪化
原因　 ほとんどが動脈硬化
症状　 胸が苦しい など
診断　 心電図、冠動脈CTなど

神奈川県大和市
南林間9-8-2
初診・予約不要

☎046-
278-3911

鶴
間

50
小
田
急
江
ノ
島
線ココ

中央林間駅

南林間駅南林間
入口

　

ま
た
、
急
激
に
起
こ
る
も
の
に

は
、
次
の
病
気
が
該
当
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
命
に
関
わ
る
場
合

も
あ
り
、
緊
急
処
置
や
手
術
の
必

要
性
も
生
じ
て
く
る
病
気
で
す
。

　

さ
が
み
野
中
央
病
院
で
内
科
を

担
当
し
て
い
る
島
田
和
子
医
師

は
、「
お
腹
の
膨
満
感
が
あ
る
方

は
、
採
血
・
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
Ｃ
Ｔ
・

Ｍ
Ｒ
Ｉ
・
腹
部
超
音
波
の
各
検
査

の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
上
部
・

下
部
内
視
鏡
（
胃
カ
メ
ラ
・
大
腸

カ
メ
ラ
）
の
検
査
も
受
け
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
。
当
院
で
は
、
こ
れ

ら
の
検
査
全
て
が
可
能
で
あ
り
、

さ
ら
に
食
事
に
も
原
因
が
あ
る
場

合
は
、
栄
養
指
導
も
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
お
腹
の
状
態
が
気
に
な

る
方
は
、一
度
ご
来
院
く
だ
さ
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

・
腹
膜
炎

・
潰
瘍
穿
孔

・
腫
瘍
破
裂

・
腸
閉
塞　
　
　
な
ど

・
食
べ
過
ぎ
、
肥
満
、
便
秘

・
腹
部
で
発
生
す
る
ガ
ス
の
影
響

・
ガ
ス
の
吸
収
排
泄
の
異
常

取
材
協
力
／
さ
が
み
野
中
央
病
院

　

 

お
な
ら
に
な
る
ガ
ス
？ 

そ
れ
と
も
腫
瘍
⁉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

お
腹
が
張
る
原
因
と
は

　

石
灰
化
し
た
動
脈
硬
化
治
療
に

　
　
　
　
　
　
　
　

   「
ロ
ー
タ
ブ
レ
ー
タ
ー
」

大
和
成
和
病
院
・
循
環
器
内
科 

菅
原
重
忠 

部
長

　
　

冠
動
脈
の
血
流
不
全

　
　
　
　
　
　
「
狭
心
症
」と「
心
筋
梗
塞
」

失
神  

〜
不
整
脈
に
よ
る
も
の
〜

　
　
取
材
協
力
　
大
和
成
和
病
院

倉田院長
連 載 ⑦

2019年6月
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今月のイチオシ

Recruit Information

町田市・海老名市 パ正新設（企業主導型）保育園で新スタッフ募集！

正社員 パート 補助あり

車通勤可

夢、広がる。
仕事、見つかる。
私、頑張る。

まずは左記までお電話でご
連絡ください。面接日などを
お伝えさせていただきます。

応 

募

医療費補助（指定の外来・入院・薬局で全額補助）、団体保険加入可、 　  賞与年3回（4カ月）、昇給年１回（１～２％）など待遇

株式会社FMC ☎0467-88-1263
人事部人事課　採用担当〒253-0083 神奈川県茅ヶ崎市西久保５００

医療グループ傘下で安心！充実の保育士になろう♪ずっと働ける職場を
求めている貴方へ！

補

キャリアアップ制度

ふれあい
さがみ野
保育園

ふれあい
さがみ野
保育園

〒２４３‒０４０１
神奈川県海老名市東柏ヶ谷
2-１６-１１ セトビル１F

〒２４３‒０４０１
神奈川県海老名市東柏ヶ谷
2-１６-１１ セトビル１F

さがみ野駅
南口

40

マルエツ

東柏ヶ谷

相鉄線

HERE

さ
が
み
野

中
央
病
院

さがみ野駅から徒歩5分相鉄

ふれあい
町田
保育園

ふれあい
町田
保育園

〒194‒0006
東京都町田市小山ヶ丘
1-3-10

〒194‒0006
東京都町田市小山ヶ丘
1-3-10

小山

相模原駅

多
摩
境
駅

コストコ

町田街道

北口JR横浜線

京
王
線

HERE

　　橋本駅からバス
（　　　多摩境駅・南大沢駅、　    相模原駅からシャトルバス有）京王 JR
JR

プライベート満喫も！プライベート満喫も！

※一部　 のみ

年間休日１２１日！
夏期休暇３日！
各種特別休暇あり

年間休日１２１日！
夏期休暇３日！
各種特別休暇あり
（初年度は入職日で異なる）

今年に
入ってか

ら

オープン
した

NEW保
育園です！

今年に
入ってか

ら

オープン
した

NEW保
育園です！

月給184,600円～327,600円
時給1,200円～1,300円
7：30～18：30（8時間シフト制）
応相談

時 間

給 与

保育士免許必須資 格

研 修「認可保育園」同等で
スキルアップを支援

医師の往診もあるので、緊急時も安心

も
あ
り
、
ご
夫
婦
で
散
歩
や
、
気

軽
に
外
食
が
で
き
る
環
境
で
す
。

　
Ｑ
．
先
日
は
館
内
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
か
れ
た
よ
う
で
す
ね
？

　

Ａ
．
は
い
。
ピ
ア
ノ
の
生
演
奏

の
も
と
で
歌
声
が
響
き
わ
た
る
ラ

イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
ご
入
居
者

さ
ま
の
心
を
癒
す
こ
と
が
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。「
ま
た
開
催
し
て
ほ
し
い
」「
心

が
晴
れ
た
」
な
ど
の
お
声
を
頂
戴

い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　

シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ス
町
田
で

は
、
館
内
見
学
や
体
験
入
居
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
老
人
ホ
ー

ム
の
入
居
タ
イ
ミ
ン
グ
や
資
金
計

画
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
無
料
セ
ミ

ナ
ー
＝
左
広
告
参
照
＝
の
開
催
も

あ
る
の
で
、
申
し
込
み
・
お
問
い

合
わ
せ
は
、
お
早
め
に
同
ホ
ー
ム

に
お
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

■
シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ス
町
田

　
☎
０
１
２
０・８
６・６
５
３
４

透
析
治
療
や
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
も
受
け
ら
れ
る
医
療

施
設
で
す
。
そ
の
同
じ
建
物
の
２

階
に
、
当
ホ
ー
ム
「
シ
ニ
ア
レ
ジ

デ
ン
ス
町
田
」
が
あ
り
ま
す
。

　
Ｑ
．
で
は
、
体
調
が
悪
い
と
き

は
、
下
層
階
に
降
り
て
診
察
を
受

け
れ
ば
い
い
の
で
す
ね
？

　

Ａ
．
は
い
、
そ
う
で
す
。
週
３

回
も
治
療
の
必
要
が
あ
る
人
工
透

析
や
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の

生
活
習
慣
病
で
定
期
的
な
診
察
や

お
薬
が
必
要
な
方
に
と
っ
て
、
通

院
負
担
の
軽
減
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
ホ
ー

ム
の
担
当
医
が
往
診
も
実
施
す
る

の
で
、
当
ホ
ー
ム
で
は
、
将
来
的

な
お
体
の
心
配
を
抱
か
ず
に
、
心

軽
や
か
に
お
過
ご
し
い
た
だ
け
る

環
境
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

　
Ｑ
．
居
室
は
一
人
用
だ
け
で
す

か
？

　

Ａ
．
も
っ
と
も
数
が
多
い
の
は

一
人
用
居
室
（
17
．５
㎡
～
31
．16

㎡
）
で
す
が
、
当
ホ
ー
ム
に
は
夫

婦
部
屋
も
あ
り
ま
す
。
最
近
は
ご

夫
婦
で
の
ご
入
居
相
談
が
多
く
、

残
り
は
１
室
の
み
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
お
風
呂
や
キ
ッ
チ

ン
、
ト
イ
レ
を
完
備
し
て
い
る
た

め
、
今
ま
で
ご
自
宅
で
過
ご
し
て

こ
ら
れ
た
生
活
ス
タ
イ
ル
を
、
そ

の
ま
ま
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
と
て
も
人
気
で
す
。
周
辺

に
は
、
喫
茶
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン

　

病
院
の
上
に
住
む
こ
と
が
で
き

る
の
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

高
齢
化
社
会
に
な
っ
た
現
在
、

多
く
の
種
類
の
シ
ニ
ア
専
用
の
住

ま
い
が
あ
り
ま
す
が
、「
シ
ニ
ア

レ
ジ
デ
ン
ス
町
田
」
も
そ
の
一

つ
。
65
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
世
代
を

対
象
に
し
た
高
齢
者
専
用
の
住
ま

い
で
、
今
は
元
気
な
「
自
立
」
の

人
か
ら
、
介
護
が
必
要
な
「
要
介

護
５
」
の
人
ま
で
入
居
で
き
る
老

人
ホ
ー
ム
で
す
。
施
設
ス
タ
ッ
フ

に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

Ｑ
．「
病
院
の
上
に
住
む
」
と

い
う
の
は
、
具
体
的
に
ど
う
い
う

こ
と
で
す
か
？

　

Ａ
．
は
い
。
当
ホ
ー
ム
の
建
物

（
地
下
１
階
・
地
上
４
階
建
て
）

に
は
、
１
階
に
地
域
病
院
「
ふ
れ

あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
の
外
来

診
察
室
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
検
査
室

が
あ
り
ま
す
。
内
科
・
整
形
外
科
・

皮
膚
科
・
泌
尿
器
科
な
ど
の
診
療

科
目
が
揃
っ
て
い
る
上
に
、
人
工

　

○
…
今
春（
２
０
１
９
年
４
月
）

に
院
長
と
し
て
着
任
。「
患
者
さ

ま
に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
病
院
を

目
指
す
と
と
も
に
、
ス
タ
ッ
フ
が

充
実
感
を
も
て
る
職
場
に
し
て
い

き
た
い
で
す
」
と
意
欲
を
語
り
ま

す
。「
院
内
の
良
い
雰
囲
気
は
患

者
さ
ま
に
伝
わ
り
、『
こ
の
病
院

に
き
ち
ん
と
通
お
う
』『
治
療
を

頑
張
ろ
う
』
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
“
良
薬
”
に
も
な
り
得
ま
す
。

院
内
の
良
い
サ
イ
ク
ル
を
維
持
し

て
い
く
の
は
院
長
の
大
切
な
役
目

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

　

○
…
東
京
大
学
卒
業
後
、
国
立

病
院
機
構
東
京
病
院
の
副
院
長
な

ど
を
歴
任
し
て
き
た
小
林
医
師
。

研
究
を
重
ね
て
き
た
「
結
核
」
に

関
し
て
は
、ハ
ノ
イ
（
ベ
ト
ナ
ム
）

の
病
院
と
共
同
研
究
を
実
施
し
た

経
験
を
も
ち
ま
す
。
さ
ら
に
、
パ

リ
（
フ
ラ
ン
ス
）
や
ミ
ラ
ノ
（
イ

タ
リ
ア
）
な
ど
で
国
際
学
会
発
表

を
続
け
て
き
ま
し
た
。「
研
究
を

進
め
て
い
き
、
国
際
舞
台
に
出
て

い
く
こ
と
が
、
唯
一
の
趣
味
み
た

い
な
も
の
な
の
で
す
か
ら
」
と
穏

や
か
に
謙
遜
し
ま
す
が
、「
結
核

は
、
現
在
80
代
の
方
に
は
特
に
注

意
し
て
ほ
し
い
病
気
で
す
。『
結

核
』
と
聞
く
と
、『
昔
の
病
気
で

し
ょ
？
』
と
捉
え
る
方
が
多
い
の

で
す
が
、
実
は
、
特
に
高
齢
者
で

は
十
分
な
注
意
が
必
要
な
病
気
な

の
で
す
」
と
力
説
し
ま
す
。

　

○
…
院
内
の
全
ス
タ
ッ
フ
の
ま

と
め
役
で
あ
り
、
責
任
者
と
し
て

の
院
長
職
の
ほ
か
に
、
一い
ち

医
師
と

し
て
内
科
の
診
療
も
担
当
し
て
い

ま
す
。
外
来
は
月
曜
日
（
午
前
・

午
後
）、
木
曜
日
（
午
前
）、
金
曜

日
（
午
前
）
で
、
喘
息
・
Ｃ
Ｏ
Ｐ

Ｄ
な
ど
の
呼
吸
器
疾
患
の
ほ
か
、

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
な
ど
の
診
察
に

も
専
門
性
を
発
揮
し
ま
す
。
病
棟

診
察
で
は
「
回
診
時
に
私
は
、
患

者
さ
ま
の
手
を
両
手
で
握
り
な
が

ら
お
話
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い

ま
す
」
と
語
る
そ
の
理
由
を
「
目

を
見
て
お
声
が
け
を
す
る
時
に
、

心
を
込
め
て
患
者
さ
ま
と
接
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
」
と
、

真
摯
に
答
え
ま
す
。「
当
院
は
や

る
気
に
満
ち
た
ス
タ
ッ
フ
ば
か
り

で
、
優
し
さ
と
思
い
や
り
が
溢
れ

る
病
院
で
す
。
お
困
り
事
や
体
調

が
心
配
な
時
に
は
、
お
気
軽
に
ご

来
院
く
だ
さ
い
」と
話
し
ま
し
た
。

小林 信之 院長
 （こばやし のぶゆき）　　　　

ふれあい町田ホスピタル
【 内 科 】

日本内科学会 認定内科医
日本呼吸器学会 専門医・指導医
日本アレルギー学会 専門医・指導医
日本結核病学会 結核・抗酸菌症指導医
インフェクションコントロールドクター

 「
患
者
さ
ま
へ
の『
優
し
さ
』と『
思
い
や
り
』は

　
　
　
　
　
　     

何
よ
り
も
の
良
薬
に
」

こ
の「
人
」に
聞
く

認
知
症
は
そ
の
人
に
あ
っ
た
ケ
ア
が
重
要
に
な
っ
て
く
る

イベントは心身のリラックスに効果的

期
待
で
き
る
季
節
の
行
事
や
お
や

つ
作
り
、
演
奏
会
な
ど
も
定
期
的

に
開
催
し
、
生
活
の
リ
ズ
ム
を
整

え
る
こ
と
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

入
所
者
さ
ま
お
一
人
お
ひ
と
り

の
異
な
る
多
様
な
認
知
症
状
に
対

し
、
丁
寧
に
し
っ
か
り
と
向
き
合

い
、
個
別
の
対
応
を
行
な
う
こ
と

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
入
所
者
さ
ま
の

こ
れ
ま
で
の
生
活
歴
を
ス
タ
ッ
フ

が
知
る
こ
と
で
、
入
所
者
さ
ま
の

個
々
人
を
尊
重
す
る
こ
と
が
で

き
、
よ
り
深
い
理
解
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

当
施
設
で
は
、
入
所
者
さ
ま
お

一
人
お
ひ
と
り
を
大
切
に
考
え
た

最
適
な
ケ
ア
の
実
施
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
」（
取
材
協
力
）。

　

入
所
の
相
談
や
施
設
見
学
な
ど

は
、「
ふ
れ
あ
い
の
町
田
」
に
お

電
話
で
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

〈
ふ
れ
あ
い
の
町
田
〉

　
☎
０
４
２・７
９
８・２
０
０
１

（
40
床
）
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
認
知
症
専
門
棟
を
担
当
し

て
い
る
ス
タ
ッ
フ
の
お
話
を
紹
介

し
ま
す
。

　
（「
ふ
れ
あ
い
の
町
田
」
ス
タ
ッ

フ
）「
当
施
設
で
は
、
自
立
支
援

の
観
点
か
ら
、精
神
科
専
門
医（
東

島
啓
二
施
設
長
）の
指
導
の
下
で
、

『
身
体
拘
束
廃
止
』
を
推
進
し
て

お
り
ま
す
。

　

生
活
行
為
の
中
で
、
そ
の
お
方

の
残
存
機
能
を
引
き
出
し
、
機
能

を
改
善
さ
せ
る
『
認
知
症
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
』
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
入
所
者
さ
ま

の
心
身
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
に
効
果
が

上
に
な
る
と
、
約
40
％
が
認
知
症

に
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
、「
認

知
症
７
０
０
万
人
時
代
の
到
来
」

と
さ
け
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
は
、
日
本
人
に
と
っ
て

も
は
や
特
別
な
病
気
で
は
な
く
、

誰
し
も
が
な
り
得
る
身
近
な
病
気

に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

施
設
長
は
精
神
科
医

　

介
護
老
人
保
健
施
設
「
ふ
れ
あ

い
の
町
田
」
で
は
、
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
人
の
中
で
「
重
度

認
知
症
」
を
抱
え
て
い
る
人
を
入

所
対
象
と
す
る「
認
知
症
専
門
棟
」

社
会
白
書
」
２
０
１
７
年
版
）
で

は
、
65
歳
以
上
の
約
15
％
が
認
知

症
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
認
知
症
の
病

気
へ
と
進
行
す
る

可
能
性
が
あ
る
「
軽

度
認
知
症
」
の
人

の
数
は
、
お
よ
そ

３
８
０
万
人
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
は
高
齢

に
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
、
増
加
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

日
本
で
は
80
歳
以

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
認
知
症
患

者
数
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
ま
す
。

　

最
新
の
調
査
（
内
閣
府
「
高
齢

　
「
認
知
症
」
と
い
う
病
気
は
、誰
で
も
患
う
可
能
性
が
あ
る
身
近
な
病
気
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。「
ふ
れ
あ
い
の
町
田
」
は
、
認
知
症
に
対
し
て
専
門
棟
で
丁
寧

な
ケ
ア
を
行
な
っ
て
い
る
介
護
老
人
保
健
施
設
（
老
健
）
で
す
。

京王線・小田急線・多摩都市モノレール線
「多摩センター駅」徒歩５分

アクセス

電話申込順３０名
定員になり次第〆切

無料クーポンシニアレジデンス町田
　 ０１２０-８６-６５３４

申 

込

サービスは
どこまで？
（館内設備の違いや
オプションサービス
の有無など）

安心できる
老人ホームの選び方

安心できる
老人ホームの選び方
老人ホーム
の種類って？
（老健・有料・
サ高住など）

日時

会場

6月30日　日１3：3０～１5：0０
パルテノン多摩
第２会議室

多摩モノレール

多摩センター駅

ココ
サンリオ
ピューロ
ランド

多摩中央公園

小田急線小田急線
京王プラザ
ホテル多摩
京王プラザ
ホテル多摩

158
京王線京王線

大
好
評
だ
っ
た
館
内
コ
ン
サ
ー
ト

シニアレジデンス町田

老人ホームでも今まで通り
夫婦一緒の生活を

6/30 無料セミナー開催

老
健「
ふ
れ
あ
い
の
町
田
」

認
知
症
を
丁
寧
に
ケ
ア
す
る
専
門
棟

2



大和市 正最寄駅は便利な小田急線、東急線、相鉄線の全４駅！

神奈川を中心に17病院、大学、
高齢者施設などを有する医療・介護・
福祉・教育の「ふれあいグループ」－。

☎０４６‒２72‒1515
http://www.fureai-g.or.jp/seiwa-np/

昇給年1回（4月）、賞与年3回（基本給の4.0カ月分※2018年度実績）、交通費全額支給（50,000円迄/月）、社会保険完備、ユニフォーム貸与、車通勤可

成和ナーシングプラザ
神奈川県大和市南林間9-8-9（採用担当：藤中）

医療法人社団 公仁会　介護老人保健施設

待遇

時 

間
日勤／8：30～17：30
夜勤／17：00～9：00 この他、早番・遅番あり

休 

日

職 

種

① 看護師 25万7,000円※～ + 夜勤手当1万4,000円/回
② 准看護師 22万1,100円※～ + 夜勤手当1万2,000円/回
③ 介護士〈入所フロア・通所リハビリ〉 20万3,500円※～ + 夜勤手当　   7,000円/回
　 （介護福祉士、介護職員初任者研修修了など、資格不問）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　 ※経験５年の例

興味のある方はお気軽にお電話を。応
募の方には、面接に履歴書（写真貼付）
と資格証コピーをご用意いただきます。

応 

募

医療に強い「老健」で実力の発揮を４駅（中央林間・南林間・鶴間・相模大塚）からの
無料シャトルバスで通勤楽々♫ 研修や保育所も充実。

キャリアアップを含めて
長く安心して
働くことが

できる環境です。

年間休日121日＋夏季休暇3日・グループ規程による月間シフト制、
有給休暇（入職後６カ月後から10日分付与）
年間休日121日＋夏季休暇3日・グループ規程による月間シフト制、
有給休暇（入職後６カ月後から10日分付与）

1

2

3

経験者優
遇

診
察
・
治
療
に
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
所
属
グ
ル
ー
プ
に
は

循
環
器
専
門
病
院
で
あ
る
『
大
和

成
和
病
院
』
や
、
県
央
エ
リ
ア
に

あ
る
病
院『
さ
が
み
野
中
央
病
院
』

（
海
老
名
市
）・『
綾
瀬
厚
生
病
院
』

（
綾
瀬
市
）
な
ど
も
あ
り
、
密
接

に
連
携
し
て
い
る
の
で
、
通
院
の

利
便
性
や
専
門
治
療
に
特
化
し
た

医
療
機
関
を
紹
介
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

　

健
診
の
受
診
者
さ
ま
や
、通
院
・

治
療
さ
れ
る
患
者
さ
ま
が
、
地
域

で
安
心
し
て
過
ご
し
て
い
く
た
め

に
、
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
地
域

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
医
療
サ

ポ
ー
ト
が
で
き
る
医
療
機
関
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
困
り
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
当
ク

リ
ニ
ッ
ク
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

　

月
１
回
（
第
４
金
曜
日
）
開
催

し
て
い
る
『
糖
尿
病
教
室
』
を
は

じ
め
、
今
年
度
は
４
月
か
ら
受
付

を
開
始
し
た『
大
和
市
特
定
健
診
・

長
寿
健
診
』
の
実
施
も
積
極
的
に

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
『
糖
尿
病
教
室
』
の
参
加
費
は

無
料
で
す
。『
大
和
市
特
定
健
診
・

長
寿
健
診
』
で
は
、
事
前
予
約
を

し
な
く
て
も
、
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

は
受
診
が
可
能
で
す
（『
綾
瀬
市

特
定
健
診
』
の
受
診
も
可
能
）。」

健
診
結
果
で
す
ぐ
に
対
応

　
（
時
長
院
長
）「
万
が

一
、
健
診
（
健
康
診
断
）

で『
異
常
』が
見
つ
か
っ

た
場
合
、
当
ク
リ
ニ
ッ

ク
に
は
多
く
の
診
療
科

が
あ
る
の
で
、
す
ぐ
に

器
科
な
ど
の
幅
広
い
診
療
科
目
を

備
え
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

性
を
も
っ
た
医
師
が
診
療
に
の
ぞ

ん
で
い
ま
す
。

　

日
常
的
な
診
療
に
お
い
て
、
地

域
の
『
か
か
り
つ
け
医
』
と
し
て
、

幅
広
い
症
状
に
対
応
で
き
る
体
制

を
整
え
て
い
ま
す
」　　
　
　

毎
月
無
料
で
教
室
開
催

　
（
時
長
院
長
）「
ま
た
、
当
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
は
、『
健
康
寿
命
』
に

対
す
る
啓
発
活
動
に
力
を
入
れ
、

生
活
習
慣
を
見
直
し
て
心
も
身
体

も
元
気
な
状
態
で
長
生
き
を
す
る

多
く
の
診
療
科
が
あ
る

　
（
時
長
院
長
）「
成
和
ク
リ
ニ
ッ

ク
は
、
所
属
す
る
医
療
グ
ル
ー
プ

（
ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー
プ
）
の
中
の
、

唯
一
の
『
有
床
診
療
所
』
で
す
。

　

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
あ
り
な
が
ら
、

内
科
、
循
環
器
内
科
、
消
化
器
内

科
、
腎
臓
内
科
、
リ
ウ
マ
チ
科
、

消
化
器
外
科
、
整
形
外
科
、
泌
尿

　

大
和
市
で
地
域
密
着
の
医
療
を
提
供
し
て
い
る

「
成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
の
時と
き
な
が長

一い
ち
げ
ん元

院
長
に
、
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
特
徴
や
無
料
の
糖
尿
病
教
室
、
健
康
診
断

の
実
施
に
つ
い
て
、
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
中
に
通
い
で
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け

る「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

や
、
看
護
師
に
よ
る
「
訪
問
サ
ー

ビ
ス
」（
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
）
な
ど
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
は
、

同
じ
建
物
に
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所

が
あ
る
か
ら
こ
そ
可
能
な
き
め
細

か
い
調
整
と
案
内
が
評
判
で
す
。

　

ま
た
、
住
宅
改
修
の
相
談
も
で

き
、
玄
関
の
段
差
解
消
や
、
廊
下

の
手
す
り
の
設
置
、
浴
室
改
修
な

ど
に
も
、
信
頼
で
き
る
専
門
業
者

の
紹
介
に
実
績
が
あ
り
ま
す
。

悩
み
は
す
ぐ
に
相
談
を

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

の
は
、「
せ
い
わ
居
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
」
が
医
療
グ
ル
ー
プ
傘

下
に
あ
る
か
ら
で
す
。
各
種
医
療

機
関
と
連
携
し
、
介
護
・
医
療
・

在
宅
部
門
に
対
す
る
総
合
的
な
対

応
が
強
み
で
す
。
介
護
で
お
悩
み

の
際
は
是
非
ご
利
用
を
。

人
）
か
ら
の
相
談
や
要
望
に
応
じ

て
、
介
護
の
計
画
書
で
あ
る
「
ケ

ア
プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
、
適
切
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
な

ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、

例
え
ば
、
初
め
て
介
護
保
険
を
利

用
す
る
人
が
「
要
介
護
２
」
な
ど

の
認
定
を
市
町
村
か
ら
受
け
る

「
介
護
認
定
の
申
請
」
か
ら
、
利

用
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
者

と
の
調
整
に
い
た
る
ま
で
、
介
護

全
般
の
管
理
や
取
り
ま
と
め
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
や
訪
問
看
護
で
は

　

特
に
、
自
宅
で
生
活
し
な
が
ら

ま
す
。ケ

ア
マ
ネ
の
丁
寧
な
調
整

　

こ
こ
で
は
、
所
属
の
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
（
介
護
支
援
専
門
員
）

が
、
介
護
を
要
す
る
人
（「
要
支

援
」
や
「
要
介
護
」
に
該
当
す
る

　

大
和
市
南
林
間
に
あ
る
「
せ
い

わ
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」は
、

介
護
老
人
保
健
施
設
（
老
健
）
の

「
成
和
ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ
ザ
」
と

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
「
成

和
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の

建
物
に
事
務
所
が
併
設
さ
れ
て
い

成和クリニック
時長 一元 院長

せいわ居宅介護支援センターのケアマネジャー

中
央
林
間

南
林
間

50
小
田
急
江
ノ
島
線

ココ

大和成和
病院
大和成和
病院神奈川県大和市南林間9-8-9・４階

☎046-240-0149（月～土曜日・祝日9:00-17:00）

せいわ居宅介護
          支援センター
せいわ居宅介護
          支援センター

下田看護専門学校
静岡県下田市柿崎２８９
☎０５５８‒２５‒２２１１
http://www.shimodakango.ac.jp

問
合
せ

海をのぞめる学生寮（女子）あり

●学校・授業・学校生活のことなどの説明
●奨学金や就職についての解説
●昨年の入試状況と今年の入試
  についての詳細　など

内 容

6／22　・8／3　・28土 土 水
詳しくはホームページでご確認を！

と思ったら、ぜひ本校へ！

下田看護専門学校
看護師に
なりたい！

学校説明会

伊豆急行線
伊豆急下田駅

135
下田港

寮寮
学校学校

など

Shizuoka

ココ

　

学
生
時
は
、
看
護
師
を
目
指
す

勉
強
の
中
で
一
人
で
は
難
し
い
こ

と
も
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
励
ま
し

や
、
本
校
の
教
員
の
指
導
に
よ
っ

て
実
現
で
き
る
こ
と
が
多
い
と
思

い
ま
す
。

　

本
校
は
、『
な
り
た
い
』
と
い

う
学
生
の
気
持
ち
を
最
も
大
切
に

し
て
い
ま
す
。『
看
護
師
に
な
り

た
い
』
と
い
う
方
は
、
見
学
や
説

明
会
に
是
非
お
出
で
く
だ
さ
い
」。

　

下
田
看
護
専
門
学
校
で
は
、
今

年
度
（
２
０
１
９
年
度
）
に
入
学

し
た
40
名
が
春
か
ら
登
校
し
、
看

護
師
を
目
指
し
て
学
ん
で
い
ま

す
。
同
校
は
創
立
15
年
の
間
に
多

く
の
卒
業
生
を
排
出
し
、
現
在
看

護
師
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

同
校
ス
タ
ッ
フ
は
次
の
よ
う
に

話
し
て
い
ま
す
。

　
「
社
会
で
貢
献
し
て
い
る
本
校

の
卒
業
生
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

「
な
り
た
い
」気
持
ち
を
最
大
尊
重

下
田
看
護
専
門
学
校

医療ビジネス観光福祉専門学校
神奈川県相模原市南区上鶴間本町3-18-27
☎042-744-9711
http://www.mbsi.ac.jp

問
合
せ

JR町田駅徒歩1分！

医療ビジネス観光福祉
専門学校

AOエントリー
説明会

AOエントリー
説明会

6／8   ・7／13 10：00～12：30
土土

●エントリーシートの書き方  について
●面談・適性検査の
  ポイントを解説
●AO入試の流れ
  についての
  詳細を説明 など

●エントリーシートの書き方  について
●面談・適性検査の
  ポイントを解説
●AO入試の流れ
  について   など

スペシャル

●学校生活などの話を
在校生

  から聞くことができ
る

●実際の内容に近い
  「模擬授業」が受け

られる

●仕事を体感する「職場
見学」

  を実施

6／22 
10：00～13：00

土
Open CampusOpen Campus

JR町田駅

小田急線
町田駅

ココ

　

同
校
の
Ａ
Ｏ
入
試
は
６
月
１
日

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、「
Ａ

Ｏ
エ
ン
ト
リ
ー
説
明
会
」〈
６
月

８
日
㈯
、７
月
13
日
㈯
〉
で
は
「
合

格
へ
の
秘
訣
」
を
伝
授
。
模
擬
授

業
や
職
場
見
学
も
で
き
る
「
ス
ペ

シ
ャ
ル
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」

〈
６
月
22
日
㈯
〉
は
毎
回
大
人
気

で
す
。
同
校
の
ス
タ
ッ
フ
は
、「
多

く
の
方
の
ご
来
校
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専
門

学
校
は
、
今
春
（
２
０
１
９
年
４

月
）
に
「
介
護
福
祉
学
科
」
を
新

設
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
こ
の
新

設
学
科
に
加
え
て
、
こ
れ
ま
で
の

「
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
」
と
「
観

光
学
科
」
を
合
わ
せ
た
３
学
科
体

制
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
学
べ
る

分
野
は
、
医
療
事
務
／
介
護
福
祉

／
Ｉ
Ｔ
／
ホ
テ
ル
／
ブ
ラ
イ
ダ
ル

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

Ａ
Ｏ
入
試
の
秘
訣
、教
え
ま
す

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専
門
学
校

湘南医療大学
横浜市戸塚区上品濃１６‒４８
☎045-821-0111
http://sums.ac.jp

横浜新道

東戸塚駅
西口

ココ
問
合
せ

●体験型の授業・実習
●入試対策説明会
●学内見学ツアー
●在校生のトークライブ など

入退場自
由

湘南医療大学

JR東戸塚駅から徒歩１2分

6／29
 10：00～15：00
6／29

 10：00～15：00
詳しい情報は
大学公式アプリ
（無料）で確認を！

内容は盛りだくさん♪

SatSat

年
生
や
過
年
度
生
、
社
会
人
の
ほ

か
、
将
来
医
療
系
へ
の
進
学
を
考

え
て
い
る
高
校
１
・
２
年
生
や
そ

の
保
護
者
も
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
が
、多
く
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
詳
し
い
情
報

は
、
同
大
学
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
同
大
学
公

式
ア
プ
リ（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
無
料
）

か
ら
も
確
認
で
き
ま
す
。

　

湘
南
医
療
大
学
で
は
「
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
開
催
し
ま

す
。
日
時
は
６
月
29
日
㈯
10
時
～

15
時
。
入
退
場
は
自
由
。

　

当
日
は
体
験
型
授
業
・
実
習
や
、

実
際
の
過
去
問
題
を
使
っ
た
「
入

試
対
策
説
明
会
」、「
学
内
見
学
ツ

ア
ー
」、「
学
生
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
」

な
ど
、
充
実
の
内
容
が
盛
り
だ
く

さ
ん
！
来
春
入
学
の
た
め
に
同
大

の
受
験
を
検
討
し
て
い
る
高
校
３

参
加
で
楽
し
む
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

湘
南
医
療
大
学

成和クリニック
☎046-264-3911

神奈川県大和市西鶴間
5-3488-7｠

鶴
間
駅

大和厚木バイパス

西鶴間
小学校

成和
クリニック
Pあり

小田急江ノ島線
ACCESS

成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
健
診
・
無
料
教
室
の
実
施

取
材
協
力
／
時
長
一
元 

院
長

せ
い
わ
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

介
護
の
悩
み
、１
か
ら　
ま
で
対
応

10
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医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
綾瀬厚生病院
☎0467-77-5111（代表）
神奈川県綾瀬市深谷中1-4-16

海老名駅､長後駅､さがみ野駅､
相模大塚駅､かしわ台駅より路線バス

綾瀬
市役所

市立図書館

早川

東名高速道路

綾瀬厚生
病院

45

城山公園

綾瀬大橋
入口 

6月27日（木）14：00～15：00日 時

会 場 綾瀬厚生病院 産婦人科棟 4階 多目的室

次回予告
7月下旬開催予定

訪問看護のススメ
　大好評「訪問看護」のお話がシリーズ化！
　40歳から支払い義務が生じる介護保
険料について、皆さんは「介護保険が何の
ためにあるの？」「何ができる制度？」と疑問
をもたれていると思います。介護サービス
の利用手続きや、利用料の金銭問題まで、
この制度の説明を「訪問看護」に焦点を
あててお話します。

講 

師

あやせ訪問看護ステーション
所長

塩原 延子 看護師
～介護保険ってどうやったら受けられるの？
　　　　     どんなサービスに使えるの？～シリーズ②

医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
ふれあい町田ホスピタル
☎042-798-1121（代表）
東京都町田市小山ヶ丘1-3-8

多摩境駅・南大沢駅・相模原駅から
無料シャトルバス

小山

相模原駅

多
摩
境
駅

コストコ

町田街道

ふれあい
町田

ホスピタル

北口

橋本

JR横浜線

京
王
線

次回予告
7月下旬開催予定

咳が長引きます。ぜんそくでしょうか！？ ～ぜんそくの診断と治療法～
　喘息は、咳や痰（たん）、息苦しさ、
「ゼーゼー」「ヒューヒュー」という喘鳴
（ぜんめい）など、多くの症状があります。
最近では咳だけの喘息（咳喘息）も増加
しています。もしかしたら貴方も喘息かも？
ご心配な方は今回の講座をまずお聞きく
ださい。

6月25日（火）11：00～12：30日 時

会 場 ふれあい町田ホスピタル １階 会議室
講 

師

ふれあい町田ホスピタル
呼吸器内科

小林 信之 院長

数
年
で
と
て
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

当
科
で
は
、【
う
つ
病
】【
認
知

症
性
疾
患
】【
不
安
障
害
】【
身
体

表
現
性
障
害
】【
統
合
失
調
症
】

な
ど
の
幅
広
い
診
療
を
行
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

お
薬
を
使
っ
た
治
療
や
、
お
話

を
し
っ
か
り
お
聞
き
す
る
治
療
な

ど
、
患
者
さ
ま
お
一
人
お
ひ
と
り

に
よ
っ
て
異
な
り
、
当
院
で
は
そ

の
患
者
さ
ま
に
最
も
適
し
た
治
療

法
を
実
施
す
る
こ
と
を
、
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

　
“
こ
こ
ろ
の
病
”
は
、
臓
器
の

疾
患
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
体
の

一
般
的
な
病
気
と
同
様
に
考
え
て

く
だ
さ
い
。“
こ
こ
ろ
の
病
”
に

お
い
て
も
、
早
期
発
見
と
早
期
の

医
療
介
入
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

こ
こ
ろ
の
不
調
を
感
じ
る
方

は
、
当
院
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
ま
ず
は
、『
診
察
を
受

け
る
』
と
い
う
第
一
歩
か
ら
は
じ

め
て
み
ま
し
ょ
う
」。

て
い
ま
す
。

担
当
の
精
神
科
医
よ
り

　

同
院
で
精
神
科
を
担
当
し
て
い

る
佐
々
木
道
夫
医
師
は
次
の
よ
う

に
話
し
て
い
ま
す
。

　
（
佐
々
木
医
師
）「『
気
分
が
す

ぐ
れ
な
い
』『
や
る
気
が
出
な
い
』

『
仕
事
の
効
率
が
落
ち
た
』『
眠
れ

な
い
』
な
ど
の
ご
相
談
は
、
こ
こ

　

現
代
は
「
ス
ト
レ
ス
社
会
」
と

い
わ
れ
、
そ
の
過
剰
に
持
続
す
る

ス
ト
レ
ス
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、

“
こ
こ
ろ
の
病
”
に
か
か
る
人
の

数
は
増
加
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
現
代
病
に
な
り
つ

つ
あ
る
“
こ
こ
ろ
の
病
”
に
対
し

て
、
地
域
病
院
で
あ
る
「
ふ
れ
あ

い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で
は
、
寄

り
添
っ
た
治
療
と
ケ
ア
を
行
な
っ

　

東
京
都
町
田
市
内
か
ら
の
ほ
か
、
多
摩
市
や

八
王
子
市
、
神
奈
川
県
相
模
原
市
か
ら
の
通
院

者
も
多
い
「
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
は
、

精
神
科
も
あ
る
病
院
で
す
。　
　
〈
取
材
協
力
〉

　

最
近
で
は
、「
心
療
内
科
」と「
精

神
科
」
が
一
つ
の
医
療
機
関
で
併

設
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
見
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
は
双
方
を
補
い
治
療
の

間
口
を
広
げ
る
だ
け
で
な
く
、「
精

神
科
」
に
対
す
る
抵
抗
を
軽
減
す

る
目
的
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

そ
の
た
め
、「
治
療
の
入
口
」

と
し
て
は
ど
ち
ら
の
診
療
科
で
も

問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
よ
り

も
、
日
常
生
活
に
支
障
が
あ
る
症

状
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
「
診
察
を
受

け
て
み
よ
う
」
と
い
う
気
持
ち
を

も
つ
方
が
、
大
切
で
あ
る
と
考
え

ま
し
ょ
う
。

治
療
を
行
な
う
診
療
科
で
す
。 

　

し
か
し
、
専
門
分
野
に
関
し
て

は
そ
の
特
徴
が
異
な
り
ま
す
。

▽
心
療
内
科

心
が
体
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す

「
心
身
症
」
が
主
な
対
象
。

▽
精
神
科

精
神
病
圏
の
疾
患
で
あ
る

「
統
合
失
調
症
」「
う
つ
病
」

「
双
極
性
障
害
」
な
ど
の
ほ

か
、
精
神
病
圏
外
の
「
神
経

症
性
障
害
」や「
発
達
障
害
」、

「
認
知
症
」
な
ど
を
含
め
た

全
て
の
精
神
疾
患
の
治
療
が

対
象
。 

　
「
心
療
内
科
」
と
「
精
神
科
」

の
違
い
は
わ
か
り
ま
す
か
？

　

こ
の
２
つ
の
科
の
差
が
わ
か
り

に
く
い
の
も
そ
の
は
ず
、
診
断
基

準
が
同
じ
で
診
療
対
象
の
症
状
も

重
複
す
る
部
分
が
多
く
あ
る
た

め
、
基
本
的
な
治
療
に
大
き
な
差

異
は
あ
り
ま
せ
ん
。双
方
と
も
に
、

薬
物
療
法
や
精
神
療
法
を
中
心
に

最
適
な
『
訪
問
か
か
り
つ
け
医
』

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
」

　

︱
︱
︱
あ
や
せ
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ら
で
は
の
特
徴
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
同
）「『
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会

議
』
は
そ
の
一
つ
で
す
。
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
を
中
心
に
、リ
ハ
ビ
リ
・

訪
問
介
護
・
訪
問
看
護
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
多
く
の
職

種
が
、
ご
利
用
者
さ
ま
に
対
す
る

現
在
の
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
適
性
を

考
え
る
話
し
合
い
の
場
で
す
。
そ

こ
で
は
、
訪
問
看
護
師
が
医
療
ケ

ア
の
視
点
か
ら
多
く
の
意
見
を
出

し
て
い
ま
す
」

　
︱
︱
︱
看
護
師
は
会
議
の
中
心

で
も
あ
る
頼
れ
る
存
在
で
す
ね
。

　
（
同
）「
は
い
。
お
悩
み
は
お
気

軽
に
あ
や
せ
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
☎︎
０
４
６
７
・
７
８
・
１

１
３
２
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

　
︱
︱
︱
お
話
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

　
（
同
）「『
あ
や
せ
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
』
の
隣
に
は
『
綾
瀬

厚
生
病
院
』
が
あ
り
、
緊
密
な
連

携
を
取
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
定

期
的
ま
た
は
緊
急
の
受
診
や
、
入

院
対
応
ま
で
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

な
っ
て
お
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
医
師
の
診
療
（
訪
問
診

療
）
を
希
望
す
る
場
合
は
、
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
？

　
（
同
）「
綾
瀬
市
内
を
は
じ
め
、

近
隣
の
訪
問
診
療
を
行
な
っ
て
い

る
医
療
機
関
と
の
連
携
も
図
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ

い
。
訪
問
診
療
医
の
お
探
し
や
、

ど
こ
に
決
め
た
ら
い
い
か
迷
っ
て

い
る
方
の
ご
相
談
も
お
受
け
し
て

お
り
ま
す
。
患
者
さ
ま
の
状
態
や

介
護
の
状
況
を
適
切
に
判
断
し
、

者
ま
で
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
」

　
︱
︱
︱
緊
急
時
に
も
応
じ
て
く

れ
る
の
で
す
か
？

　
（
同
）「
は
い
。
24
時
間
で
訪
問

で
き
る
体
制
を
整
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
急
に
具
合
が
悪
く
な
っ

た
と
い
う
『
急
変
時
』
に
も
、

ご
自
宅
に
お
伺
い
し
て
対
応

い
た
し
ま
す
（
ご
利
用
条
件

が
あ
り
、
特
別
料
金
が
か
か

り
ま
す
）」

　

︱
︱
︱
病
院
で
の
検
査
や
、

入
院
が
必
要
な
場
合
に
は
ど

う
す
る
の
で
す
か
？

　
︱
︱
︱
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
の

対
象
は
、
高
齢
者
だ
け
で
す
か
？

　
（
あ
や
せ
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
担
当
看
護
師
）「
い
い

え
。『
あ
や
せ
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
』
で
は
乳
幼
児
か
ら
高
齢

　

今
回
、
お
話
を
聞
い
た
「
あ
や
せ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
で
は
、
看
護
師
が
提
供
す
る
内
容
は
幅
広
く
、
訪
問
診

療
医
の
紹
介
や
病
院
へ
の
入
院
対
応
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
し
ょ
う
。

　

高
温
多
湿
を
避
け
、
エ
サ
と
な

る
フ
ケ
・
垢
・
ホ
コ
リ
な
ど
を
排

除
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
、
こ
ま

め
に
掃
除
を
し
ま
し
ょ
う
。

訪
問
サ
ー
ビ
ス
の
助
け
を
借
り
て

　

秋
に
向
け
て
、
寝
具
や
カ
ー

ペ
ッ
ト
な
ど
を
掃
除
機
で
吸
引
し

た
り
、
布
団
の
丸
洗
い
は
効
果
的

で
す
。
今
は
、
寝
具
類
の
洗
濯
や

乾
燥
、
消
毒
を
行
な
っ
て
く
れ
る

「
代
行
サ
ー
ビ
ス
」
も
あ
る
の
で
、

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
訪
問
サ
ー

ビ
ス
や
事
業
所
、
自
治
体
な
ど
に

聞
い
て
み
る
の
も
一
案
で
す
。

　

特
に
、
訪
問
看
護
な
ど
の
在
宅

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
、
衛
生
面

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と

は
、「
寝
た
き
り
」
の
家
庭
で
は

か
な
り
重
要
で
す
。
自
宅
で
快
適

に
過
ご
す
た
め
に
、
そ
し
て
家
族

の
負
担
軽
減
の
た
め
に
も
、
夏
前

か
ら
し
っ
か
り
と
し
た
対
策
を
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

を
引
き
起
こ
す
だ
け
で
な
く
、
皮

膚
炎
や
結
膜
炎
な
ど
の
原
因
に
も

な
り
ま
す
。

　
「
寝
た
き
り
」
の
高
齢
者
な
ど

が
自
宅
で
療
養
し
て
い
る
家
庭
で

は
、
布
団
な
ど
の
寝
具
の
衛
生
状

態
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
繁
殖
時
期

　

湿
度
と
温
度
が
高
ま
る
こ
れ
か

ら
の
時
期
（
梅
雨
か
ら
夏
に
か
け

て
）
に
、
ダ
ニ
は
一
気
に
増
え
て

糞
も
多
く
な
り
ま
す
。
ダ
ニ
の
寿

命
は
２
～
３
カ
月
な
の
で
、
秋
に

は
ダ
ニ
の
死
骸
や
糞
に
よ
る
ハ
ウ

ス
ダ
ス
ト
の
影
響
が
大
き
く
な
り

ま
す
。

　

今
の
時
期
か
ら
ダ
ニ
を
増
や
さ

な
い
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
繁
殖

の
抑
制
対
策
を
行
な
う
よ
う
に
し

因
を
把
握
す
る
こ
と
が
、
ま
ず
は

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

ダ
ニ
は
「
寝
た
き
り
」
を
直
撃

　

ア
レ
ル
ゲ
ン
の
一
つ
「
ダ
ニ
」

か
ら
起
こ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
と
し

て
、『
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
』
と
い
う

言
葉
に
聞
き
覚
え
が
あ
る

人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
ア
レ
ル
ギ
ー
性
ぜ
ん

息
」
や
「
ア
ト
ピ
ー
」
の
症

状
を
も
つ
人
の
７
～
８
割

は
、ダ
ニ
（
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
）

が
原
因
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。 

寝
具
に
す
み
つ
い
た

ダ
ニ
の
死
骸
や
糞
は
、
室
内

で
ち
り
や
ほ
こ
り
と
と
も

に
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
に
な
り

ま
す
。
く
し
ゃ
み
や
鼻
水

な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応

　

ア
レ
ル
ギ
ー
に
は
、
原
因
と
な

る
「
ア
レ
ル
ゲ
ン
」（
食
物
・
花
粉
・

ダ
ニ
・
カ
ビ
・
金
属
な
ど
）
に
合
っ

た
処
置
が
必
要
で
す
。
現
在
、
病

院
な
ど
の
検
査
で
、
ア
レ
ル
ゲ
ン

を
診
断
す
る
こ
と
は
比
較
的
容
易

な
の
で
、
そ
の
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原

ふれあい町田ホスピタル
精神科

毎週火曜日（午前／午後）
受付時間
午前 8：30～11：30
午後 13：30～16：30
アクセス

電車の場合
●京王「多摩境駅」「南大沢駅」、
  JR「相模原駅」から無料シャトルバス
●京王・JR「橋本駅」から路線バス

車の場合

☎042-798-1121
東京都町田市小山ヶ丘1-3-8

●多摩境通りの交差点
  「小山長池トンネル南」近く
●国道１６号などから
  町田街道の交差点
  「小山」を北上方面へ
●無料駐車場あり

●多摩境通りの交差点
  「小山長池トンネル南」近く
●国道１６号などから
  町田街道の交差点
  「小山」を北上方面へ
●無料駐車場あり

あやせ訪問看護
ステーションの
看護師（上）と
会議の様子（右）

アレルギー

ダニ カビ

（エビ）

（金属）

（杉など）

ハウスダスト
ピーク

梅雨～夏
ピーク

梅雨～夏
アレル
ゲン

「
こ
こ
ろ
の
病
も
臓
器
の
疾
患
と
同
じ
で
す
」

ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
精
神
科 

佐
々
木
道
夫 

医
師

「
心
療
内
科
」「
精
神
科
」何
が
違
う
の
？

　

医
師
・
病
院
と
密
な
連
携
で
頼
れ
る
存
在

　
　
　
　

  「
あ
や
せ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

意
外
⁉
「
ダ
ニ
」は
在
宅
療
養
の
手
強
い
敵
！

2019年6月

No.30

町田・
県央版健康生活お役立ち新聞

発行所　（有）エフ.アンド.ユアライフ　〒253-0084 茅ヶ崎市円蔵370-20　電話（0467）58-5678 

 4


